




















•OASESの結果が示す通り掩蔽観測は太陽系外縁部の観測的解明に有用 

•今後の外縁天体掩蔽観測は専用の大型観測装置を用いた掩蔽特化サーベイが主流に 
-TAOSII (2018年中にモニタ観測開始?) 
-CHIMERA (2016年から断続的に観測実行中) 

•いずれも20 Hz以上の複数観測装置を用いた同時観測でKBO掩蔽の検出に特化 

[Tomo-eでの掩蔽観測の問題点] 
1. Tomo-eで同様の時間分解能(~20 Hz)でKBO掩蔽観測を実施する場合、せっかくの広視
野を部分読み出しで生かせないのは勿体無いし、似たような視野の広さ(~2平方度)の単一
観測装置でTAOSIIに敵う結果が出せるとは考えにくい 

2. 視野全体の1/10しか使用しない観測は他の観測と共存困難で長時間占有の理解得にくい 
(酒向, 木曽シュミットシンポジウム2016) 

[提案]Tomo-eの超広視野を活かした低時間分解能な掩蔽観測 
-10平方度以上の超広視野観測によって銀河面では~10万恒星の同時観測を実現 
➡他のプロジェクトでは検出不可能な発生頻度の小さい掩蔽現象の検出に有利

今後の掩蔽観測の動向とTomo-eでの観測提案













•目標: Tomo-eを用いてオールト雲を観測する 
-17世紀科学革命が発端の『太陽「系」探求史』における最後のフロンティアを解明 
-仮に掩蔽を検出できた場合にはカイパーベルト天体の発見(Jewitt & Luu, 1993, Nature)と同
等かそれ以上のインパクト 

➡太陽系・惑星系のあり方を観測的に刷新 

•観測: 恒星数の多い銀河面領域を2 Hz or 4 Hzの時間分解能で300時間観測 
-掩蔽観測なら4 Hzでの観測がベターだが、他の観測との共存を考えると2 Hz? 
-銀河面天体/恒星サーベイとは観測共有可能?  

•オールト雲天体の発見可能性は現時点でTomo-eが最も高い 
-銀河面領域なら~100000恒星の同時観測実現 
-今年度から開始すればTAOSIIを出し抜ける可能性大 

 

Summary of the proposal for occultation observations with Tomo-e






